
11月放送のCTY-FM「よっかいち　わいわい人探訪」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）

なります。自分では気づかないうちに進行し、
お酒なしではいられなくなっていくのです。
しかし、依存症で傷ついた脳は断酒をすれば

回復します。

「断酒」の難しさと治療法
治療の目標はとにかく「断酒」です。治療法

には、「医療機関にかかる」、「断酒の自助グル
ープに参加する」、「お酒を飲まないことを周り
に伝える」、「断酒日記をつける」といった方法
を取ります。また、お酒を止めることを助けて
くれる「抗酒剤」の服用もあります。
断酒が難しいのは、「本人の意志が弱い」や「周

囲の人への気遣いがない」のではなく、「断酒に
よって快感が生じるドーパミンを手放すこと」
が難しいというメカニズムにあることを周りの
人にも理解してほしいと思います。

社会全体で正しい知識と情報の共有を
大切なのは、酩

めい

酊
てい

行動が増えていく自分の状
態に早く気付くことです。しかしながら当事者
には酩酊した時の記憶がなく、飲酒問題に気づ
きにくいため自力での回復は困難です。そのた
めにも周囲の見守りと説得が大切です。
家族や周囲の人は、本人の心身の健康と幸せ

を願う「タフな愛」で、病気治療の必要性を本
人に分かるように伝えてほしいです。
アルコール依存症は、飲酒する人の意思や性

格の問題ではなく、誰もがなる可能性のある病
気です。早期発見こそ大切で、社会全体で正し
い知識と情報を共有し、専門家へつなげてほし
いと思います。

アルコールの作用
飲酒時には、食事、性行動時よりも５～10倍
のドーパミンという快感物質が脳内で放出され
るので、飲みたい気持ちの我慢が難しいという
特徴があります。環境や遺伝要因が加わると、
飲酒行動がどんどん増え、アルコール依存症に

猪野さんは、「アルコールで苦しむ人たちを
助けたい」との強い思いから、県内のアルコール
と健康を考えるネットワークづくりに尽力。ま
た、国の「アルコール健康障害対策基本法」の
制定にも深く関わるなど、長年にわたり患者と
その家族に寄り添う活動を続けています。11月
の「アルコール関連問題啓発週間」にちなみ、
専門家の立場からアルコール依存症について語
っていただきました。

講演する猪野医師 昨年開催した「お酒と健康の関係」
講演会のポスター

診察室での猪野医師
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四日市アルコールと健康を考える
ネットワーク副代表

泊ファミリークリニック精神科医師
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「選挙にGO（いこう）！」は、11月24日
（日）に行われる四日市市長選挙に向けて、全
３回のシリーズで掲載しています。
第３回は、「投票用紙の書き方の注意点」
についてです。今回の選挙では、投票用紙に
候補者の氏名を書くことで、一票を投じるこ
とができます。しかし、投票用紙に候補者の
氏名以外の事を書いてしまうと、
無効票になってしまう可能性が
あります。

無効票になる可能性がある記載の例として、
複数の候補者の氏名を書く、応援メッセージ
を書く、記号を書くなどが挙げられます。
皆さんの大切な一票が無効になってしまわ

ないよう、投票用紙には候補者の氏名だけを
正しくはっきりと書きましょう。候補者の氏
名は、投票所内の投票用紙を記入する場所に
掲示されていますので、そちらでご確認くだ
さい。

四日市公害と環境未来館では、12月14日
（土）にじばさんで「四日市市環境フェア」を
開催します。
このイベントでは、環境活動団体などと協
働した展示やワークショップなどを通して、
公害や環境について考え、学ぶことができま
す。昨年度は637人の来場がありました。
今回は、ヒノキや貝がらなど自然の材料を
使った工作体験や、環境を守る取り組みの展
示などを予定しています。

また、このフェアに合わせて、三泗地区内
の小・中学校児童・生徒の「公害・環境に関
する研究作品展」の表彰式・研究発表会も開
催します。
会場での大人から子どもまでさまざまな人

の発表や体験を通じて、本市での環境への取
り組みについて楽しく学び、身の回りの環境
問題などを改めて考えるきっかけにしてはい
かがでしょうか。

市長選特設ページ

昨年度の四日市市環境フェア

 投 票 用 紙 の 書 き 方 の 注 意 点  

問 選挙管理委員会事務局（ TEL 354-8269　 FAX  359-0286）

第 3回

選挙にGO!
せんぴょん

 わくわく！なるほど！ 
 環境フェアで楽しく学ぼう♪ 

問 四日市公害と環境未来館（ TEL 354-8065　 FAX  329-5792）
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